
議案第７号 

 
 
 

令和２年度中央市一般会計補正予算（第９号） 

 
 
 令和２年度中央市一般会計補正予算（第９号）は、次に定めるところによる。 
 
 

（歳入歳出予算の補正） 
 
第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ６６５千円を減額し、歳入歳出予算の総 
 
 額を歳入歳出それぞれ１７，４２８，７９１千円とする。 
 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の 
 
金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

（繰越明許費の補正） 
 

第２条 繰越明許費の追加及び変更は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

 
（地方債の補正） 

 
第３条 地方債の追加及び変更は、「第３表 地方債補正」による。 
 
 











第２表 繰越明許費補正 

 

１ 追 加 

款 項 事   業   名 
金 額 

（千円） 

２ 総 務 費 １ 総 務 管 理 費 衛生環境改善事業（共通） 10,361 

    行政事務電算化管理事業 2,200 

３ 民 生 費 ２ 児 童 福 祉 費 衛生環境改善事業（保育園） 2,970 

    児童館管理事業 1,495 

    衛生環境改善事業（児童館） 1,980 

  ５ 福 祉 施 設 費 衛生環境改善事業（総合会館） 1,650 

６ 農林水産業費 １ 農 業 費 土地改良施設等基盤整備事業 76,323 

７ 商 工 費 １ 商 工 費 衛生環境改善事業（観光） 8,470 

８ 土 木 費 ４ 都 市 計 画 費 衛生環境改善事業（公園） 5,434 

    
中央市道玉穂中央通り線整備事

業 
23,042 

10 教 育 費 ２ 小 学 校 費 三村小学校管理費 1,250 

    玉穂南小学校管理費 1,250 

    田富小学校管理費 1,250 

    田富北小学校管理費 1,700 

    田富南小学校管理費 1,400 

    豊富小学校管理費 1,400 

    共通管理費（小学校） 1,200 



 

 

 
２ 変 更 

 

 

  

款 項 事   業   名 
金 額 

（千円） 

  ３ 中 学 校 費 玉穂中学校管理費 1,250 

    田富中学校管理費 1,250 

    分散学習環境整備事業（中学校） 15,620 

  ４ 社 会 教 育 費 指定文化財管理事業 2,045 

  ５ 保 健 体 育 費 衛生環境改善事業（体育施設） 1,771 

合         計 165,311 

款 項 事 業 名 
補 正 前 補 正 後 

金額（千円） 金額（千円） 

２ 総 務 費 １ 総務管理費 行政事務電算化推進事業 1,980 25,199 

８ 土 木 費 ２ 道路橋梁費 
市道 3169 号線歩道整備事

業 
92,500 63,500 

  ４ 都市計画費 都市公園建設事業 191,874 285,274 



第３表 地方債補正 

 
１ 追 加 

 

 
２ 変 更 
 

起債の目的 

補     正     前 補     正     後 

限度額 

（千円） 

起債

の 

方法 

利 率 
償還の 

方  法 

限度額 

（千円） 

起債

の 

方法 

利 率 
償還の 

方 法 

一 般 補 助 施 設 

整 備 等 事 業 債 
10,200 

普通 

貸借 

5.0％

以内(た

だし、利

率 見 直

し 方 式

で 借 り

入 れ る

資 金 に

ついて、

利 率 の

見 直 し

を 行 っ

た 後 に

お い て

は、当該

見 直 し

後 の 利

率) 

政 府 資 金

については、

その融資条

件により、銀

行その他の

場合には、そ

の債権者と

協議する。 

ただし、財

政その他の

都合により、

据置期間及

び償還期間

を短縮し、若

しくは、繰上

償還又は低

利に借換え

することが

できる。 

14,700 

普通 

貸借 

5.0％

以内(た

だし、利

率 見 直

し 方 式

で 借 り

入 れ る

資 金 に

ついて、

利 率 の

見 直 し

を 行 っ

た 後 に

お い て

は、当該

見 直 し

後 の 利

率) 

政 府 資 金

については、

その融資条

件により、銀

行その他の

場合には、そ

の債権者と

協議する。 

ただし、財

政その他の

都合により、

据置期間及

び償還期間

を短縮し、若

しくは、繰上

償還又は低

利に借換え

することが

できる。 

公 共 事 業 等 債 65,600 70,600 

地方道路等整備

事 業 債 
145,800 23,100 

合併特例事業債 333,400 371,600 

 

起債の目的 
限度額 

（千円） 

起債

の 

方法 

利  率 償 還 の 方 法 

学校教育施設等

整 備 事 業 債 
12,700 

普通 

貸借 

5.0％以内(ただ

し、利率見直し方式

で借り入れる資金

について、利率の見

直しを行った後に

おいては、当該見直

し後の利率) 

政府資金については、その融資条件に

より、銀行その他の場合には、その債権者

と協議する。 

ただし、財政その他の都合により、据置

期間及び償還期間を短縮し、若しくは、繰

上償還又は低利に借換えすることができ

る。 

減 収 補 て ん 債 48,359 

合  計 61,059 



議案第８号 

 
 
 

令和２年度中央市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

 
 
 令和２年度中央市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 
 
 

（歳入歳出予算の補正） 
 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４０，００１千円を追加し、歳入歳出予算 
 
の総額を歳入歳出それぞれ３，３１２，５７３千円とする。 

 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の 
 
金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 
 













議案第９号 

 
 
 

令和２年度中央市介護保険特別会計補正予算（第３号） 

 
 
 令和２年度中央市介護保険特別会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 
 
 

（歳入歳出予算の補正） 
 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１９，４７５千円を追加し、歳入歳出予算 
 
 の総額を歳入歳出それぞれ２,２３１,９７５千円とする。 
 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の 
 
金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 
 













議案第１０号 
 

令和２年度中央市公共下水道事業会計補正予算（第２号） 

 
 （総 則） 
第１条 令和２年度中央市公共下水道事業会計補正予算（第2号）は、次に定めるところによる。 

 
 （業務の予定の補正） 
第２条 令和２年度中央市公共下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第２条に定めた業務の 
予定量を次のように改める。 

 
（項  目）     （既決予定量）     （補正予定量）     （計） 

（４）主要な建設改良事業 
   管渠整備   ３１０，６１７千円       ０千円  ３１０，６１７千円 
   耐震対策         ０千円  ６１，２８８千円   ６１，２８８千円 

 
 （資本的収入及び支出の補正） 
第３条 予算第４条括弧書を「（資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額９５，９２７千円

は、当年度分損益勘定留保資金９０，６１２千円及び引継金５，３１５千円で補てんするものとす

る。）」に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 
 

収   入 
（科  目）     （既決予定額）     （補正予定額）     （計） 

第１款 資本的収入      ７８２，３３４千円  ４０，７００千円  ８２３，０３４千円 
 第１項 企 業 債    ４４２，８００千円  １９，２００千円  ４６２，０００千円 

  第２項 補 助 金    ３３２，４３４千円  ２１，５００千円  ３５３，９３４千円 
 

支   出 
（科  目）     （既決予定額）     （補正予定額）     （計） 

第１款 資本的支出     ８７２，９４６千円  ４６，０１５千円  ９１８，９６１千円 
  第１項 建設改良費    ３５８，８２９千円  ４６，０１５千円  ４０４，８４４千円 
 
 （企業債の補正） 
第４条 予算第５条に定めた起債の限度額を次のように改める。 
 

（起債の目的）     （既決限度額）     （補正予定額）     （計） 
公共下水道整備事業債    １７７，２００千円  １０，７００千円  １８７，９００千円 
流域下水道整備事業債     ２３，１００千円   ８，５００千円   ３１，６００千円 




